






The Evolution of the Protostylid and Buccal Pit 
on the Lower Molars in the Japanese















































































































R M2103 2（1．94） 2（L94）
M315
M1103 1（0．97） 1（0．97）












Race Author Sex n M1 祠匝 M2Ml　MIM2Nmor「i厄Other
JapaneseOnda、　Minemura103 2（1．94） 2（1．94：1
Indian（Hindu）〃 132 1（0．76） 1（0．76）
Pima　IndianD hlberg 80 25（31．25）14（17．50） 4（5．00〕 7（8．75）
JapaneseSuzuki、　Sakai 108 20（18．52）11（10．191（0．93） 4（3．70） 4ほ．70〕
JapaneseSakai ♂ 838103（12，29）69（8．26） 5（0．60） 22（2．63） 7（‘O．84）















Race Author Materia1 Sex M1 M2 M3 M1 M2 M3




























Indian（HindのOnda，　MinemuraMandible 132 1（0．76） 1320 1030 132 1（0．76） 132 0 1030
















































Plaster　cast 132 1（0．76） 1400 880 121 1（0．83） 1390 980
Extracted　teeth 61 0 590 580 58 0 53 0 550






































M1 M2 M3SexSide Race Author
n 0 P 1 2－5 n 0 P 1 2－5 n 0 P
1 2－5
Japanese Onda，　Minemura10337（35．92） 64（62．14）（0，97） 1（0．97）10381（78．64） 21（20．39） 1（0．97） 1515（100，00）
Indian（Hindu） 〃 13268（51．52）63（47．73） 1（0．76）13293（70．65） 39（29．55） 10396（93．20）7（6，80）
♂
R
Am．　White Dahlberg 10020（20，00）72（72．00）4（4．00） 4（4．00）go28（31．11） 54（60．00）6（6．67｝ 2（2．22）・ 8 4（50．00）3（37．50） 1（12．50）
Pima　Indian ” 20039（19．50） 104（52．00）19（9．50）38（19．00）10039（39．00）49（49．00）5（5．00） 7（？．00）
＆ Japanese Onda，　Minemura10335（33．98）65（63．40）2（1、94）1（0．97）10384（81。55）17（16、50） 2（1．94） 1716（94．12）1（5．88）
♀ 1ndian（Hindu） 〃 13270（53．03）61（46，21） 1（0．76）13294（71．21）38（28．79） 10396（93．20）7（6．80）
L
Am，　White Dahlberg 10016（16．00）75（75．00）5（5．00） 4（4．00）9042（46．67）33（36．67）7（7，78）8（8，89） 8 6（75．00）1（12．50） 1（12．50）
Pima　Indian 〃 20035（17．50）110（55．00）22（11．00）33（16．50）10028（28，00）51（51．00）13（13，00）8（8，00）
Japanese Onda，　Minemura9533（34．74）60（63．16）1（1．05） 1（1．05）9573（76，84）21（22。11） 1（1．05）
R Am，　White Dahlberg 50 15（30．00）32（64．00）　　　　　　、Q（4．00）1（2．00）40 17（42．50） 17（42．50）4（10，00） 2（5，00） 4 3（75，00）1（25，00）
Pima　Indian 〃 100 7（7．00）65（65，00）7（7．00）21（2LOO）50 16（32．00）27（54．00）3（6．00） 4（8．00）
♂
Japanese Onda，　Minemura9534（35，79）58（61．05）2（2．11） 1（1．05）9577（81．05）17（17．89） 1（1，05）
L Am，　White Dahlberg　’50 11（22，00） 36（72．00）3（6．00） 4025（62、50） 7（17．50）4（10．00）4（10．00） 3 2（66．67）1（33．33）
Pima　Indian 〃 100 7（7．00）66（66．00）5（5．00）22（22．00）50 11（22．00）26（52．00）8（16，00）5（10．00）
Japanese Onda，　Minemura8 4（50．00） 4（50．00） 8 8（100．00） 1 1（100．00）
R Am，　White Dahlberg 50 5（10，00）40（80．00）2（4．00） 3（6．00）50 11（22．00） 37（74．00）2（4．00） 4 1〔25．00）2（50，00｝ 1（25．00）
Pima　Indian 〃 10032（32．00）39（39．00）12（12．00） 17（17．00）5 23（46．00）22（44．00）2（4．00） 3（6．00）
♀
Japanese Onda，　Minemura8 1（12．50）7（87．50） 8 7（87．50） 1（12．50） 1 1（100．00）
L Am．　White Dahlberg 50 5（10．00）39（78，00）2（4．00） 4（8，00）50 17（34．00）26（52．00）3（6．00） 4（8．00） 5 4（80．00） 1（20．00）














































n（％） n（％） n（％） n（％） n（％）



















































○子o「 耐 1（1．22）P（L22） 1（9．09） 2（L94）P（0．97）Pt　　　　Pt

















































































Side Tooth N n（％）
R
Ml
l2
l3
103
P03
P7
000
L
Ml
l2
l3
103
P03
P7
1（0．97）
O0
ない小窩が左側の第2大臼歯に1例（0．97％）み
られる（表9）．
5．頬面近心半部上にみられる横溝
　頬面溝と接しない溝が左側の第1大臼歯に1例
（0．96％）存在する（表10）．
第4章　　考 察
1．人種差
　Dahlberg2）はProtostylidについて，アジアから
発見された化石猿人あるいは化石原人である
MeganthropusやSinanthropusによくみられ，ま
れには現代人にも生ずるがArizonaのPima　In－
dianに高率に存在するとのべ，その理由として高
度の近親結婚による原始的な遺伝子の結合によっ
て生ずるのだろうとのべている．また，彼は酒井・
鈴木の調査した日本人の最も高率な値を引用し
Mongoloidの特徴であるとし，また，埴原も同様
なことをのべている．
　筆者ちの調査した日本人のProtostylidの出現
率はDahlbergによるPima　Indianや他のSioux
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Indian，　lndian　in　Kodiak　lslandのものより非常
に低率である．そして，米白人に近い値である．
　頬面小窩についてDahlbergはProtostylidの
痕跡だとのべEast　Greenland　EskimoやAme．
rican　Indianの下顎大臼歯の頬面小窩が高率に出
現するとともに深いという報告について記載し，
また，米白人のものは小窩はやつとみわけのつく
程度のよごれた点のものをのぞいて欠除している
とのべている．しかし，1964年には米白人に最も
多く小窩が存在することを表に示した．
　頬面小窩は麟蝕の好発部位である．踊蝕を文化
病とするならば頬面小窩の高率なものが原始的で
あるという考えは矛盾である．『
2．歯種による差
　DahlbergはProtostylidについて原始的なそし
て遺伝的な咬頭で第2乳臼歯で最も多く，第1大
臼歯，第2大臼歯，第3大臼歯と次第に少なくな
るとのべている．筆者らの調査した日本人は
Protostylidの出現が少なくはっきりしない．しか
し，その痕跡としての頬面小窩をみると彼の説の
様に第1大臼歯（65％）は最も多く，第2大臼歯
は第1大臼歯の1／3以下，第3大臼歯にはほとん
どみられない．
　他の人種でも同様であるが，第1と第2大臼歯，
第2と第3大臼歯の間の差が日本人より少ない．
3．下顎大臼歯の頬面溝と関係ない溝と小窩
　Protostylidの痕跡とは考えられない溝や小窩
が下顎大臼歯の頬面に稀ではあるが存在する．こ
れらの溝や小窩は臼労結節の痕跡とでも考えるべ
きだろうか．
第5章　　結 論
　松本歯科大学学生103名の下顎大臼歯にみられ
るProtostyhdと頬面小窩を調査した．
　結果は次の如くである．
1．Protostylidは下顎第1大臼歯の左右側に各1
例（0．76％）みとめた．これは米白人よりやや低
率で，Pima　lndianより非常に低率である．
2．頬面小窩は下顎第1大臼歯に650／o，また，下
顎第2大臼歯に20％みとめた．
　日本人の第1大臼歯の出現率は米白人より少な
く，Pima　lndianやIndian（Hindu）より多い．
　日本人の第2大臼歯での出現率は最も少ない．
3．頬面小窩は下顎第1大臼歯から下顎第2，第
35
3と次第に少なくなる．
　頬面小窩は下顎第1大臼歯に欠除した時その後
方の歯に生ずるものはまれである．
4．下顎第1大臼歯の頬面の遠心半部に1例小窩
を観察した．
5．下顎第1大臼歯の頬面の遠心半部に1例小窩
が存在した．そして，下顎第1大臼歯の頬面の遠
心半部に1例溝が存在した．
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